
浸水想定と避難行動に関する一考察
～手取川を中心に～

金沢大学自然科学研究科特任准教授

大沼 克弘

・手取川氾濫の特徴
・水平避難が必要な地域の抽出
・歩行による水平避難困難地域の抽出
・避難行動に関する一考察

都市・河川防災寄附講座第１回成果報告シンポジウム
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避難所

居場所
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居場所、避難経路、避難場所の安全性
○想定されている浸水深、浸水継続時間、家屋倒壊危険性、（氾濫流到達時間）は？
○中小河川や水路の氾濫、内水氾濫、他水系からの氾濫の危険性は？
○土砂災害の危険性は？（急傾斜地崩壊危険箇所、土石流危険渓流、土石流氾濫区域、地すべり危険箇所）

・発災の危険性がある時、どう行動・避難（水平避難？垂直避難？）したら良いのか？
・どういう経路でどこに避難したら良いのか？
・いつ避難したら良いのか？（避難が遅れると避難途中で災害に巻き込まれるリスクが高まることも）
・どうやって避難したら良いのか？（徒歩？自動車？）

中小河川や水路の氾濫
内水氾濫
他水系の氾濫

土砂災害

居場所は浸水想定区域に入っているか？
入っているならその深さは？継続時間は？家屋倒壊危険性は？
→垂直避難？水平避難？

避難所は浸水想定区域に入っているか？
入っているならその深さ、浸水継続時間は？
→避難所はそこでいい？他がいい？

避難行動を考える上での視点

※図：高岡市ハザードマップに加筆



手取川周辺の地形

○手取川の氾濫により形成された扇
状地が梯川近傍まで広がっている
○海岸砂丘が発達している

○手取川の氾濫水は地盤が低
い梯川右岸まで到達
○扇状地、海岸砂丘、堤防に囲
まれた地域で浸水深が大きく、
浸水継続時間が長くなる傾向

浸水想定では・・・
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※図出典：手取川・梯川大規模氾濫に関する減災対策協議会資料
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手取川浸水想定区域図（想定最大規模）

・梯川やその支川の
浸水想定と重複

・梯川より浸水深が
大きい傾向
・３ｍを越える浸水も

八丁川

鍋谷川

梯川

前川

※支川や隣接する河川の
氾濫、内水氾濫等は考慮さ
れていない
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手取川浸水継続時間

【島集落】
扇状地の微高地に集落が分散して
島のように立地

→浸水による集落の孤立（集落の浸
水は解消されても周囲が浸水してい
れば孤立）
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・梯川右岸では梯川氾濫
による浸水継続時間より
長い傾向

・３日以上継続するところ
も多い



家屋倒壊氾濫想定区域図（氾濫流）
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最短到達時間(想定最大規模）

梯川右岸に２時間程度で到達
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２０１７年台風２１号による雨水浸水被害（梯川沿川）

※金沢河川国道事務所作成

手取川の浸水想定区域内でも、内水氾濫あり

このような内水氾濫と、外水氾濫が同時に起こるリスクあり
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手取川・梯川氾濫域とその周辺の河川の状況

多くの中小河川や水路が分布
（鶴来を中心に放射状に広がっているものが多い）

これらが氾濫している状況での水平避難が
かえって危険になる地域も

手取川の扇状地は1/200程度の勾配
洪水時の中小河川や水路の流速も相当大きくなる
ところも（特に手取川の氾濫水が流入する場合）

図：石川の河川と海岸（石川県作成）
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梯川流域図

※図：金沢河川国道事務所作成

手取川扇状地に降った雨の多くは、
中小河川や水路等に流入する。
手取川の氾濫危険性が高くなり、
避難勧告等が出た時点で、既にこ
れらが溢れている恐れ。
→垂直避難の方が安全な地域も

梯川流域は手取川流域に隣接
→梯川と手取川が両方氾濫する恐れ

流域と氾濫域が大きく異なる
→居場所の雨が少なくても、手取川流域の記録的大雨で氾濫に
巻き込まれるリスクあり。



出典：避難勧告等に関するガイドライン（内閣府）

水平避難が必要な事象（洪水）
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：浸水深3m以上又は浸水継続１日以上
：家屋倒壊等氾濫想定区域

水平避難が必要な地域の抽出
想定最大での浸水想定に基づき、以下を抽出
・家屋倒壊危険区域
・浸水深３ｍ以上
・浸水継続時間１日以上
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○使用可能な指定避難所までの距離が２ｋｍ以上ある地区が、手取川橋付近の左右岸と梯川右岸に存在。
○これらの地区では、自動車による域外避難か、手取川左岸（東レ等の工場や手取フィッシュランド有）は粟生小学校
（倒壊危険性について精査必要）、右岸（PLANT-3等商業施設有）は橘小学校（倒壊危険性について精査必要）に一時
避難等が必要か。
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使用可能な指定避難所※

※使用可能な指定避難所
以下の条件を両方満たす避難所
○浸水継続時間が１日未満
○最大浸水深と比べて浸水しない階層がある



手取川沿川住民の他の避難方策 ・橘小学校等に一時避難
・自動車を使って域外避難

家屋倒壊等氾濫想定区域
橘小学校

一階立ての大規模商業施設
（PLANT-3）もあるため、早め
の避難誘導が必要
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：使用可能な指定避難所
：一時避難可能な指定避難所
：浸水深3m以上,浸水継続
１日以上

：家屋倒壊等氾濫想定区域
：1km距離円

○使用可能な指定避難所までの距離が１ｋ
ｍ以上ある地区が、小松市民センター、能
美小学校、福岡小学校付近等にある。
○これらの施設に一時避難する？、自動車
による域外避難？

※使用可能な指定避難所
以下の条件を両方満たす避難所
○浸水継続時間が１日未満
○最大浸水深と比べて浸水しない階層がある
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それ以外の指定避難所



小松市民センター周辺住民の他の避難方策 ・小松市民センター等に一時避難
・自動車を使って小松IC等から域外避難

小松IC 小松市民センター

小松市民センター

より浸水深が大きく、継続時間が長い
地区に囲まれている点は要注意

浸水深 浸水継続時間
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２階に避難可能



水平避難中のリスク

○避難が遅れた場合、手取川の氾濫により避難が困難になるリスク
○中小河川や水路の氾濫、梯川水系の氾濫、内水氾濫により、避難が困難になるリスク（今後整理必要）
○手取川の氾濫水が小河川や水路に流入して、これらに沿って早く浸水が拡散するリスク
○土砂災害に遭遇するリスク（下図の赤は土砂災害警戒区域）
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白山青年
の家への
アクセス
道路→

避難先、避難経路、タイミングの検討が必要



手取川氾濫の特徴
○氾濫速度が速い（扇状地河川）
○浸水深が深く、浸水継続時間が長いエ
リアが下流側に広がる

○梯川等他水系での氾濫、支川や内水
氾濫との同時生起の恐れ
○氾濫水が小河川や水路に流入して、こ
れらに沿って早く浸水が拡散する恐れ
○想定最大では氾濫水は梯川まで到達

水平避難が必要な地域の抽出
・家屋倒壊危険性
・浸水深
・浸水継続時間

歩行による指定避難所への
水平避難が困難な地域の抽
出

他の避難方策（例）
・指定避難所以外の避難所への
一時避難（徒歩での域内避難）
・自動車による避難（域外避難）

水平避難にあたり注意
すべきリスク

手取川・常願寺川・庄川・黒部川については氾濫特性が類似
手取川を対象とした避難行動に
関する考察は、氾濫特性が類似
した河川でも応用可 17

まとめ

【今回の発表の対象外】
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